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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・昇格試験　8/25(火)・8/26(水)　 17:30～18:30　場所:メンタル病棟3階
・8/26（水）施設見学のため、来客予定。

＜利用者様情報＞

・土佐　将志様～デイケアの利用日について「できれば、火曜日と金曜日の2回参加したい。」との事。本人より両膝の痛みの訴えがある。サポーターをしていないと歩行も厳しいとのことであり、「痛みが強いので手術したいです」「先生に言えなかったですが、次回に言おうと思っています」と話している。プログラム中、スタッフに断りを入れて途中退席しているが戻ってきており、床に座って参加している。状況を確認すると「サポーターが少しでもずれると痛い」「膝がカクカクしてずれるような感じがする」と話している。処方薬（痛み止め）を忘れずに服用することは出来ており、個人ではストレッチを行っているとのこと。痛みの訴えは聞かれるが、表情よく他者と交流している。プログラムでは自身の性格について話され、「いろんな人からアドバイスを貰うと混乱する。」と話している。引き続き、参加状況の観察をし、膝の痛みがある際は無理をしないよう促していく。

・金田　光希様～現在困っている事として「眠れないのが辛い。」との事。問診時、担当医へ上手く伝わらず「薬が弱くなった。」と話している。火曜日以外は青山荘のプログラムへ参加しており、デイケアを続けるか9/5問診時に決めるとの事。また、自身の左腕が曲がっている事を「気持ち悪くないですか？」と気にする発言がある。言われるまで、気付かなかったと伝えると、笑顔になっている。本日は表情の冴えな見られ、「少し休みたいですけど」と訴えがあり、状況を確認。昨日は1:00から5:00までしか寝ていないとのことで、眠気が強いと話している。その後、個室で1時間ほど休まれている。プログラムへは居眠りなく参加されている。引き続き参加状況の確認と体調の確認をしていく。

・繁名　和恵様～本人より電話があり、「下痢が5回あって休みます。」との事。世話人はまだ来ていない為状態を話した上で、再度連絡頂く事としている。その後グループホーム世話人より電話があり、デイケアで具合を診て貰う様に伝え、来所している。表情冴えないが、下痢は治まり腹痛も良くなったと話す。バイタルサインの異常なし。静養室で休んだ後は「少し良い。」との事だが、頭痛、眼痛と次々に話し、昼食後に早退している。参加時は症状の観察をし、訴えを傾聴していく。

・田中　一　様～先週の木曜日から熟睡感がなく不眠で経過していた。昨日、担当医に相談し、ゾルビデム(5)就床前薬(1日おきに服用)7回分が追加処方となっている。昨日の睡眠はとれたと話されており、午前中のプログラムは居眠りなく取り組み出来ている。今後も睡眠状況を確認し、様子観察をおこなっていく。

・岩城　敏夫様～昨日就床前に左肘のガーゼ交換と左ふくらはぎへの軟膏塗布行っている。疼痛について確認すると「腕と足がしびれる」との訴えがあったとの事。本日来所されてからは、左肘、左足のしびれは訴えているが、運動プログラムには参加し、取り組みしている。引き続き様子観察をおこなっていく。

・八木橋牧雄様～昨日、定時になっても来所せず、欠席の連絡がない為16：50に電話連絡を実施。留守番電話に繋がり、次に連絡をした後は電源が切られている状態となっている。菅原AOMへ状況報告し、17：00安否確認の為スタッフ2名で自宅へ訪問する。インターホンを鳴らすが返答なく、家の中から足音などの生活音が聞こえている状況。郵便受けに手紙を入れ、一旦青陽館に戻り、連絡を待つがその後も連絡はない。19：30電話するが、電源が切れている状態となっている。20：40再度自宅訪問した際、部屋に明かりが点いている為、ドアをノックし声を掛けるが、返答はない。本日は、うみねこ幸房へは出ており、スタッフ確認すると「銭湯に行っていた」と話している。発作を起こす頻度が多くなっている事から、欠席する際はきちんと連絡を入れるよう伝えていく。

・下妻　康貴様～昨日来所時、足の状態を確認すると、足の痛みは良くなって来ているとの事。「突然立ち上がる時、膝をくきっとしてしまった」と話している。触診等では、靭帯の損傷はない様子。今後も様子観察をおこなっていく。

＜外来情報＞

・特になし。

